
 

 

 

 

 

 

 

 

６４３４人が亡くなった阪神・淡路大震災から、１月１７日で２９年となりました。神戸市など大きな被害を受け
た地域では地震が起きた午前５時４６分に黙とうが行われ、犠牲者を悼みました。 
今年は能登半島地震が起きた夕方の時間にも黙とうがささげられる予定で、２９年前の経験や教訓をどう

生かすのか、ともに考える一日となります。大きな被害を受けた地域では、犠牲者を追悼する行事が行われま
した。 
神戸市が主催して東遊園地で開いた追悼行事では、震災で母親を亡くした男性が遺族代表としてあいさ

つしました。神戸市須磨区の鈴木佑一さん（34）は、５歳の時、当時住んでいた兵庫区内の母子家庭を支援
する２階建ての施設で被災し、母親の富代さん（当時４４歳）を亡くしました。 
鈴木さんは黙とうをささげたあと、遺族代表としてあいさつし、はじめに「能登半島地震で亡くなられた方々

に心からご冥福をお祈りいたします」と述べました。 
そして「震災の日、地震で建物が倒壊して私は生き埋めになっており、知らない人たちが私を助け出してく

れました。よく聞かれることがあります。あの時、震災がなかったらどうなっていたかと。私は震災で大切な母を
失いました。しかし、震災の後に多くのすばらしい方々に出会い、支えられてきたことも事実です。自分が経験
した震災のことを伝えて、ひとりでも誰かの役に立てたらと思います」と述べました。 
神戸市中央区の「東遊園地」では、犠牲者を追悼する灯ろうが「1.17」や「ともに」という文字の形に並べ

られています。「ともに」という文字には、元日に発生した能登半島地震の被災者などに寄り添い、助け合おう
という思いや、世代を超えて阪神・淡路大震災を語り継いでいこうという思いが込められています。地震が起
きた午前５時４６分に、訪れた人たちが静かに手を合わせ、犠牲者に黙とうをささげました。 
神戸市によりますと、東遊園地で行われている追悼のつどいを訪れた人は、１７日午前７時の時点でおよそ

６０００人で、去年に比べて１０００人多くなっています。 
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【史上初「震度 7の揺れ」】 
１９９５年（平成７年）１月１７日午前５時４６分、淡路島北部を震源地とする地震が発生。東北地方から九州

地方まで広い範囲で揺れ、国内で史上初めてとなる「震度 7」を記録しました。 
【死者 6434人 「災害関連死」900人以上】 
都市部で起きた直下型地震は甚大な被害をもたらしました。亡くなった人は６４３４人。犠牲になった人の多

くは家屋の倒壊や家具などの転倒によるものでした。また、亡くなった人のうち避難生活の長期化で体調を崩
して亡くなる「災害関連死」に、内閣府によると、９００人以上が認定されています。住宅の被害は約６３万棟に
のぼりました。 
【大規模火災による被害】 
住宅が密集する神戸市長田区などで大規模な火災が起きました。各地で火災が同時に発生する中で、地

震によって水道管が被害を受けたことなどから放水用の水の確保が困難となり、延焼が拡大する一因になり
ました。道路や鉄道といった交通網は断絶され、ガスや電気、電話といったライフラインも被害を受けました。 
【「ボランティア元年」】 
地震発生から１年間で延べ約１３７万人のボランティアが活動。食料や物資の配給をはじめ、避難所での炊き
出しや仮設住宅での見守りなどの活動にあたりました。１９９５年は、災害ボランティアの重要性が広く認識さ
れ「ボランティア元年」と言われています。                                           【参考：NHK】 

阪神・淡路大震災教訓情報資料集阪神・淡路大震災の概要（内閣府 HP より抜粋） 

平成７年１月１７日５時４６分、淡路島北部の北緯３４度３６分、東経１３５度０２分、深さ１６km を震源とする
マグニチュード 7.3 の地震が発生した。この地震により、神戸と洲本で震度６を観測したほか、豊岡、彦根、京
都で震度５、大阪、姫路、和歌山などで震度４を観測するなど、東北から九州にかけて広い範囲で有感となっ

た。また、この地震の発生直後に行った気象庁地震機動観測班による被害状況調査の結果、神戸市の一部
の地域等において震度７であったことがわかった。 
この地震は、内陸で発生した、いわゆる直下型地震である。破壊した断層付近で非常に大きな揺れを生じ、
神戸市を中心とした阪神地域および淡路島北部で甚大な被害を受けた。 
淡路島北部では、今回の地震によって新たに生じたと思われる断層の露頭が認められた。淡路島から神戸、
西宮にかけては無数の活断層が走っており、このうち、野島断層（淡路島北部）に新たな断層のずれが生じた
ことが確認された。気象庁はこの地震を、「平成７年（１９９５年）兵庫県南部地震」と命名した。 
さらに政府は、今回の災害の規模が特に大きいことに加え、今後の復旧・復興施策を推進する上で統一的
な名称が必要となると考えられたことから、災害名を「阪神・淡路大震災」と呼称することを平成７年２月１４
日に閣議口頭了解した。 
この災害による人的被害は、死者６４３４名、行方不明者３名、負傷者４３７９２名という戦後最悪の極めて深
刻な被害をもたらした(消防庁調べ、平成１７年１２月２２日現在)。 
施設関係等被害の概要について、住家については、全壊が約１０万５０００棟、半壊が約１４万４０００棟にも
のぼった。 
交通関係については、港湾関係で埠頭の沈下等、鉄道関係で山陽新幹線の高架橋等の倒壊・落橋による
不通を含む JR 西日本等合計１３社において不通、道路関係で地震発生直後、高速自動車国道、阪神高速
道路等の２７路線３６区間について通行止めになるなどの被害が発生した。 
ライフライン関係では、水道で約１２３万戸の断水、下水道で８処理場の処理能力に影響が生じ、工業用水
道で最大時で２８９社の受水企業の断水、地震直後の約２６０万戸の停電、都市ガスは大阪ガス(株)管内で
約８６万戸の供給停止、加入電話は、交換設備の障害により約２９万、家屋の倒壊、ケーブルの焼失等によっ
て約１９万３０００件の障害が発生するなどの被害が生じた。 
公共土木施設関係では、直轄管理河川で４河川の堤防や護岸等に３２箇所の被害、府県・市町村管理河
川で堤防の沈下、亀裂等の被害、西宮市の仁川百合野町において地すべりにより３４名の犠牲者が生じるな
どの被害が発生した。 
農林水産業関係の被害については、農地、ため池等の農業用施設など各施設において甚大な被害が発
生し、その被害総額は９００億円程度であった。 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

阪神・淡路大震災から２９年 地震発生の午前５時４６分に黙祷 


